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前橋市立地適正化計画改訂素案に関する 

パブリックコメント実施結果について 

都市計画課 

 

１ 意見募集期間 

 令和５年１２月１１日（月）から令和６年１月１５日（月）まで 

 

２ 意見提出状況 

（１）意見提出者数 ５人 

（２）意見提出件数 ８件 

（３）意見の内訳 

No. 項目 件数（件） 

① 計画案全般に関する意見 ４ 

② 誘導に向けた施策に関する意見 ２ 

③ 定量的な目標値に関する意見 １ 

④ 都市計画・まちづくりに関する意見 １ 

合計 ８ 

   

３ 意見及び市の考え方の公表 

 前橋市パブリックコメント手続実施要綱に基づき、いただいた意見に対する

市の考え方を２月２１日（水）より公表しています。 

 なお、取りまとめの都合上、提出された意見は要約しています。 

【公表場所】 

 本市ホームページのほか、以下の場所において実施結果の閲覧を実施 

 市庁舎（都市計画課、情報公開コーナー）、各支所・市民サービスセンター、 

 にぎわい商業課、図書館 

 

４ 今後の予定 

 令和６年３月～４月  計画書（案）の作成 

     ５月     都市計画審議会へ計画書（案）の諮問 

     ６月     前橋市立地適正化計画改訂・公表      
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① 計画全般に関する意見 

No. 意見の概要等 意見に対する市の考え方 

１ 公共交通を利用し訪れることがで

きる状態を維持していくことは今後

も必要と感じている。今後高齢化が

進んでいく中で、自家用車の運転が

困難な人が増えていくことが考えら

れるため、自家用車に頼らず、公共交

通を介して移動しやすい環境整備が

重要であると考え、誰もが生活のし

やすい持続的なまちづくりの実現を

求める。 

誰もが自動車に頼ることなく、安心

して外出することができる、公共交通

の維持、確保は本市における喫緊の課

題です。人口減少・高齢化社会が進展

する将来を見据えた、持続可能なまち

づくりに向けて、本計画のみならず、

公共交通や都市基盤整備等、他の施策

とも連携して取り組んでまいります。 

２ 前橋市の医療や福祉、商業施設な

どの都市機能施設や住居などがまと

まって立地し、公共交通を介して移

動しやすい環境を備えた「コンパク

ト・プラス・ネットワーク」の構築を

目指し、将来を見据えた持続性のあ

るまちづくりの実現を図ることを目

的とする計画に賛同する。 

 

本市では、都市計画マスタープラン

においてコンパクトなまちづくりの

推進を掲げており、本計画はその具体

的な方向性を示すものとなっていま

す。人口減少・高齢化社会に対応した

持続可能なまちづくりの実現に向け

て、引き続き取り組んでまいります。 

３ 防災指針に関して、洪水浸水深 L１

（計画規模）であっても浸水が想定

されている区域に、居住誘導区域が

指定してあることに疑問を感じる。

災害が発生した際に、商業施設等で

あれば問題は少ないだろうが、要配

慮者施設や住居等であると避難が必

要となってしまうため、防災指針の

作成を機に浸水等が想定されている

誘導区域の変更を行うべきと考え

る。災害が想定されている地域に対

 防災指針は、居住や都市機能の誘導

を図る上で必要となる都市の防災に

関する機能の確保を図るための指針

となります。様々な災害のうち、浸水

エリアは広範囲に指定されており、既

に市街地が形成されている箇所も多

いことから、この範囲を居住誘導区域

から全て除くことは現実的に困難で

す。 

このため、居住誘導区域における災

害リスクをできる限り回避あるいは
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しハード面・ソフト面の対策を行う

のではなく、災害の心配のない地域

への投資も検討した方がよい。 

低減させるため、必要な防災・減災対

策を計画的に実施していくことが重

要であり、地域防災計画等の防災に関

する計画とも連携し、安全なまちづく

りに向け取り組んでまいります。 

４ 防災指針について、近年、全国的に

大規模な自然災害が発生する中で、

前橋市がまちづくりと災害リスクを

分析し、防災・減災に向けた取組を示

した有効な計画だと思う。 

 今まで、土地利用や施設立地など

のまちづくり情報と災害リスクは、

併せて検討されることが少なかった

と思うが、今回、市全域の分析結果が

示され、地図上で確認できるなど、防

災・減災に向けたわかりやすい計画

だと思った。 

 市民としてはライフステージの節

目に居住地を選択する場合などに、

災害リスクが分析されたこの様な計

画を目に出来る機会があれば良い。 

想定される災害リスクを分析し、地

区ごとの危険に応じた具体的な防災・

減災対策を防災指針に位置付けるこ

とで、災害対策とまちづくりが一体と

なった取り組みを計画的に推進する

とともに、引き続き立地適正化計画の

周知を図ってまいります。 

 

② 誘導に向けた施策に関する意見 

No. 意見の概要等 意見に対する市の考え方 

１  今後、前橋市の人口は減少し税収も

減る中で、一部の市民にしか利用され

ず、維持管理に多額の費用がかかる公

共施設などは、統合集約が必要であ

る。一部の市民や利用者の反発もある

と思うが、前橋市全体の利益のため、

勇気を持ってまちづくりを進めても

人口減少・高齢化に対応したコン

パクトなまちづくりを推進する上

で、公共施設等においても経営的な

視点に基づき、中長期的な視点から

戦略的かつ適正に利活用することが

必要です。 

そのため、「前橋市公共施設等総合
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らいたい。また、計画を進める際には、

公共交通の充実と併せて進めてもら

いたい。 

管理計画」と連携し、他施設との複合

化や機能の集約化等を含め、公共施

設の有効的な配置、活用について検

討を進めます。 

 

２ 立地適正化計画を各公共施設（学校

も含む）で別途定めている長寿命化計

画等による改修優先順位に反映させ

ることは可能か。従来の築年数や劣化

度等で判定していくことは、安全上最

も優先することであると理解してい

るが、今後の財政状況を考慮すると市

内全ての施設を平等に補修・改修する

ことは厳しいのではないかと感じる。

可能な範囲で優位性の優劣をあえて

作ることで、転入者の流れを居住誘導

区域へ誘導しやすい環境を整備でき

るのではないか。 

いただいたご意見については、今

後の参考とさせていただきます。 

居住誘導区域や都市機能誘導区域

への居住や都市機能の誘導と併せ

て、老朽化した公共施設については

既存ストックを有効に活用しなが

ら、生活空間の安全性や利便性の維

持・向上を図ることが重要です。   

改修の優先度としては施設の安全

性確保が最優先ではありますが、当

該施設の管理者と十分に調整を図

り、計画的な改修を進めてまいりま

す。 

 

 

③ 定量的な目標値に関する意見 

No. 意見の概要等 意見に対する市の考え方 

１  目標値設定の現況値を見ると、目標

年次までに目標値の達成ができるの

か。 

 現況値のモニタリングでは基準値

よりも上昇している指標もあります

が、目標値の達成に向けて、市全体の

土地利用のあり方やモビリティサー

ビスの向上等も含め、居住や都市機

能を呼び込むための更なる取り組み

を推進することが必要であると考え

ます。 
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④ 都市計画・まちづくりに関する意見 

No. 意見の概要等 意見に対する市の考え方 

１ 高齢者だけではなく、すべての年代で

自動車に依存しない生活のためにも、

減便されてしまっている民間バス事

業に頼らず、宇都宮市の LRT 等の先

進事例を参考に検討していただきた

い。 

いただいたご意見については、今

後の参考とさせていただきます。 

 

 


